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５月３日 午後１時名古屋市公会堂

４
月
２６
日
の
投
票
日
に
向
け
て
、
名

古
屋
市
長
選
挙
は
激
戦
と
な
っ
て
い
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
も
「
２８
年
ぶ
り
の
相
乗

り
崩
壊
」
と
、
自
民
・
公
明
の
推
す
候

補
と
民
主
党
推
薦
の
候
補
の
対
決
を
中

心
に
し
な
が
ら
、「
革
新
市
政
の
会
」

の
太
田
よ
し
ろ
う
候
補
（
共
産
党
・
新

社
会
党
推
薦
）
と
の
「
事
実
上
三
つ
ど

も
え
」
と
報
道
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
大
量
解
雇
と
、
中
小
企
業

へ
の
仕
事
の
大
幅
な
発
注
削
減
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
中
、
国
の
悪
政
と
大
企

業
の
横
暴
に
も
の
を
言
い
、
雇
用
と
営

業
を
守
る
具
体
的
施
策
を
述
べ
て
い
る

の
は
太
田
よ
し
ろ
う
候
補
だ
け
で
す
。

１３
万
筆
を
超
え
る
市
民
が
求
め
た

「
公
立
保
育
園
の
廃
園
・
民
営
計
画
の

是
非
を
問
う
」直
接
請
求
署
名
に
対
し
、

自
民
、
公
明
、
民
主
は
条
例
制
定
を
否

決
し
、
市
民
の
大
き
な
怒
り
を
か
っ
て

い
ま
す
。
自
民
・
公
明
が
推
す
候
補
者

は
「
民
営
化
を
一
定
評
価
す
る
」、
民

主
党
が
推
薦
す
る
候
補
者
は
「
民
営
化

は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
回
答
。
民
営

化
反
対
は
太
田
候
補
だ
け
で
し
た
。

「
大
企
業
言
い
な
り
か
ら
、
市
民

が
主
人
公
の
市
政
へ
」「
憲
法
を
市
政

と
暮
ら
し
に
生
か
す
政
治
へ
流
れ
を
か

え
よ
う
」
と
、「
革
新
市
政
の
会
」
は

訴
え
て
い
ま
す
。

組合加入がすすむ
臨職さんの仲間

偽偽
装装
請請
負負
にに
なな
るる
とと

指指
示示
もも
でで
きき
ずず

市
立
半
田
病
院
で
は
、
２
月

か
ら
病
棟
の
看
護
助
手
を
委
託

（
請
負
契
約
）
か
ら
直
接
雇
用

の
臨
時
職
員
に
切
り
替
え
て
い

ま
す
。
半
田
市
職
・
病
院
支
部

で
は
、
組
合
加
入
を
す
す
め
、

要
求
運
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
当
局
の
現
業

職
員
の
欠
員
不
補
充
の
方
針
の

も
と
で
、
病
院
当
局
は
看
護
助

手
の
退
職
者
の
補
充
を
せ
ず
委

託
に
し
て
き
ま
し
た
。
半
田
市

職
・
病
院
支
部
は
、
当
初
か
ら

「
委
託
に
す
る
と
偽
装
請
負
に

な
る
。
指
示
も
で
き
な
い
し
、

仕
事
が
ま
わ
ら
な
い
」
と
直
接

雇
用
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
国

会
質
問
で
も
偽
装
請
負
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
委
託
業
者
が
委
託

労
働
者
に
対
し
「
決
め
ら
れ
た

こ
と
以
外
は
一
切
す
る
な
」
と

指
示
が
出
さ
れ
、
病
棟
か
ら
は

「
仕
事
が
ま
わ
ら
な
い
」
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
実
態
に
病
院
当
局

は
、
病
棟
の
療
務
員
（
看
護
助

手
）
の
委
託
部
分
を
直
雇
用
の

臨
時
職
員
で
配
置
す
る
と
提
案

し
、
組
合
は
合
意
し
て
き
ま
し

た
。そ
し
て
２
月
、１０
名
の
採
用

が
あ
り
、現
在
も
採
用
を
し
、切

り
替
え
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

臨
時
職
員
で
の
直
接
雇
用

は
、
時
給
８
５
０
円
、
一
時
金

３
ヵ
月
、
年
休
、
夏
休
、
忌
引

き
も
あ
り
、
勤
続
１０
年
ま
で
の

３
回
昇
給
制
度
も
あ
り
、
そ
れ

ま
で
の
委
託
に
比
べ
て
賃
金
・

労
働
条
件
が
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
月
に
採
用
さ

れ
た
臨
時
職
員
の
ほ
と
ん
ど

は
、
病
棟
ク
ラ
ー
ク
と
し
て
働

く
と
思
っ
て
い
た
が
、
看
護
助

手
の
辞
令
に
驚
い
た
と
言
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
看
護
師
か
ら

は
有
資
格
者
で
正
規
職
員
だ
と

思
わ
れ
、
経
験
の
な
い
オ
ム
ツ

替
え
や
シ
ー
ツ
交
換
な
ど
と
ま

ど
っ
た
」
と
組
合
に
話
し
て
い

ま
す
。

１１６６
名名
採採
用用
のの
うう
ちち

１１３３
名名
がが
組組
合合
加加
入入

そ
ん
な
折
、
正
規
の
看
護
助

手
さ
ん
と
組
合
事
務
所
で
昼
食

を
と
り
な
が
ら
話
し
て
い
る

と
、
組
合
が
「
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

の
話
し
を
聞
き
た
い
」
と
懇
談

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
当
局
か
ら
は
、
面
接
の
と

き
に
看
護
助
手
だ
と
説
明
は
な

か
っ
た
」「
資
格
を
も
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
、
経
験
も
な
い
の

に
大
変
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
は
、

「
一
人
で
は
力
が
弱
い
。
労
働

条
件
の
変
更
は
労
働
組
合
と
の

話
し
合
い
で
行
わ
れ
る
。
組
合

に
入
っ
て
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
、
９
人

が
加
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
月
ま
で
に
１６
名
の
採
用
が
あ

り
、
１３
人
が
加
入
し
ま
し
た
。

組
合
と
し
て
、
採
用
条
件
の

見
直
し
を
求
め
て
い
く
こ
と
と

あ
わ
せ
、
時
給
制
で
は
な
く
、

月
給
制
を
要
求
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
る
な
か
で
、

組
合
員
全
員
で
話
し
あ
い
、
み

ん
な
で
一
緒
に
改
善
に
む
け
て

運
動
を
つ
く
る
と
決
意
し
て
い

ま
す
。

人
事
院
は
４
月

６
日
、
一
時
金
の

大
幅
削
減
を
行
う

民
間
企
業
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
理

由
に
、「
緊
急
調

査
」
す
る
と
し
ま

し
た
。
す
で
に
、

与
党
が
議
員
立
法

に
よ
る
国
家
公
務

員
の
一
時
金
引
き

下
げ
法
案
の
検
討

を
始
め
て
お
り
、

今
回
の
人
事
院
の
「
特
別
調

査
」
は
、
総
選
挙
を
に
ら
ん
だ

公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
の
一
環
で

す
。
人
事
院
が
こ
う
し
た
政
治

的
な
動
向
に
迎
合
す
る
こ
と

は
、
公
務
員
労
働
者
の
労
働
基

本
権
剥
奪
の
代
償
措
置
と
し
て

の
立
場
を
放
棄
す
る
も
の
で
、

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す

べ
て
の
職
場
で
人
事
院
宛
決
議

を
あ
げ
、
所
属
長
へ
の
上
申
、

要
請
行
動
な
ど
を
展
開
し
、
使

用
者
責
任
の
追
及
を
強
め
る
と

と
も
に
、
不
況
打
開
に
逆
行
す

る
一
時
金
削
減
の
阻
止
に
向
け

奮
闘
し
ま
し
よ
う
。

すすべべててのの職職場場でで人人事事院院宛宛決決議議ををああげげよようう

半半田田市市職職・・病病院院支支部部

委委託託かからら直直雇雇用用でで処処遇遇改改善善
組組合合加加入入ももすすすすむむ

一一
時時
金金
引引
きき
下下
げげ
反反
対対

職職
場場
かか
らら
抗抗
議議
のの
声声
とと
要要
求求
運運
動動
をを
強強
めめ
よよ
うう
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２２７７
人人
全全
員員
加
入入

犬犬
山
市
職職
労

組
合
説
明
会
で
は
、
執
行
部

が
「
一
人
一
人
で
は
弱
い
が
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
大
き
な
力
に
な
る
」
と

呼
び
か
け
、
２７
人
全
員
が
組
合

に
加
入
し
ま
し
た
。

花
見見
だ
よ
、全全
員員
集
合合
！

学学
事
労労

４
月
３
日
、
昭
和
区
の
鶴
舞

公
園
で
「
よ
お
こ
そ
！
花
見
だ

よ
、
全
員
集
合
！
」
と
題
し
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
仲
間
を
迎
え
て

の
花
見
の
会
を
開
催
。
参
加
者

の
満
開
の
笑
顔
も
印
象
的
で
し

た
！

全全
員員
で
自
己己
紹
介

港港
職職
労労

港
職
労
は
４
月
１０
日
、
新
人

研
修
最
終
日
の
昼
休
み
に
説
明

会
を
実
施
。
労
働
組
合
の
主
な

活
動
内
容
や
、
自
治
労
連
共
済

の
説
明
を
行
い
、
参
加
者
全
員

が
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

先先
輩
か
ら
後後
輩輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス

春
日日
井井
市
職職
労労
保保
育育
部部
会

４
月
８
日
、歓
迎
会
を
実
施
。

先
輩
保
育
士
が
手
遊
び
な
ど
披

露
。
ま
た
、
困
っ
て
い
る
こ
と

や
不
安
な
ど
を
出
し
合
い
、
先

輩
が
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
や

回
答
を
し
ま
し
た
。

一一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う

西西
尾
市市
職職

４
月
１６
日
、
歓
迎
会
を
開
催

し
、
約
６０
人
が
参
加
。
先
輩
組

合
員
が
「
私
た
ち
は
組
合
に
守

ら
れ
支
え
ら
れ
て
い
る
。
一
緒

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

��������� 各各単単組組でではは新新入入職職員員
をを迎迎ええ、、組組合合説説明明会会やや
歓歓迎迎会会をを開開催催しし、、新新しし
いい仲仲間間ががぞぞくくぞぞくくとと組組
合合にに加加入入ししてていいまますす。。
各各単単組組のの多多彩彩ななととりりくく
みみをを紹紹介介ししまますす。。

５月１日�９：３０～白川公園（名古屋市）
地下鉄・伏見駅下車
【県下の地域メーデー】
■東三河地区メーデー
１０：００～ 松葉公園（豊橋市）
■尾張東メーデー
９：３０～ 宮川モール（瀬戸市）

■尾張中部地区メーデー
１０：００～ 春見公園（春日井市）
■尾北地域メーデー
１０：００～ 江南中央公園（江南市）
■一宮地方メーデー集会
１０：００～ 新柳公園（一宮市）
■安城地区メーデー
９：３０～ 中心市街地交流広場（安城市）
※厚生病院跡地

「
は
た
ら
く
者
の
祭
典
」
第

８０
回
メ
ー
デ
ー
が
近
づ
き
ま
し

た
。「
１
０
０
年
に
一
度
」
と

言
わ
れ
る
厳
し
い
経
済
状
況
の

も
と
、
大
企
業
を
中
心
と
す
る

「
非
正
規
切
り
」
が
行
な
わ
れ

る
一
方
で
、
多
く
の
大
企
業
は

史
上
空
前
の
利
益
を
上
げ
つ
づ

け
、
巨
額
な
内
部
留
保
を
た
め

込
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、「
な

く
せ
失
業
と
貧
困
・
守
ろ
う
憲

法
」「
消
費
税
増
税
・
社
会
保

障
改
悪
反
対
」な
ど
を
中
心
に
、

広
範
な
要
求
を
結
集
す
る
国
民

総
決
起
の
場
に
な
り
ま
す
。
す

べ
て
の
は
た
ら
く
者
が
幸
せ
に

な
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
決
意

と
連
帯
を
固
め
あ
い
ま
し
ょ

う
。

旅旅行行・・レレジジャャーーにに
自自治治労労連連共共済済のの

行行事事ススポポッットト共共済済

５
月
１６
日
、「
お
き
プ
ロ
結

団
式
」を
県
本
部
で
行
い
ま
す
。

記
念
講
演
は
、
元
県
本
部
副
委

員
長
・
保
健
師
、
駒
田
富
枝
さ

ん
が
、「
私
た
ち
の
労
働
組
合
・

自
治
労
連
結
成
〜
誇
り
高
く
、

胸
熱
く
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
運

動
が
実
を
結
ぶ
〜
」
と
題
し
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
若
者
に

エ
ー
ル
を
送
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
実
行
委
員
か
ら
お
き
プ
ロ

の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
、
自
己

紹
介
な
ど
で
交
流
し
ま
す
。

社会的な連帯で誰もが大切に
される地域・自治体づくり

����
����	
�
日時�５月２４日� 開会１０：００
会場�愛知勤労会館

（つるまいプラザ）
○基調講演
「憲法で変える日本と

自治体のあり方」
講師：二宮 厚美氏

（神戸大教授）
○１講座、９分科会、青年しゃ
べり場を開催（午後）

資料代�１３００円
（障害者・年金者・学生１０００円）
主催�実行委員

連絡先 ０５２－９１６－２２５１ おきプロＴシャツを着て 左全国実行委員
長澤田さん 右県本部書記次長村田さん

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

５
月
２９
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

９
８
０
号
の
答
え
は
「
オ
ー

プ
ン
セ
ン
」
で
し
た
。
４１
通
の

応
募
が
あ
り
全
員
が
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

川
島

博
幸（
名
古
屋
市
職
労
）

三
輪

裕
之（
名
古
屋
市
職
労
）

浅
野

義
朗（
名

水

労
）

速
水

陽
介（
港

職

労
）

豊
田

順
子（
豊
橋
市
職
労
）

小
泉

拓
馬（
豊
橋
市
職
労
）

阿
部

康
子（
瀬
戸
市
職
労
）

日
比
野
多
美
子（
春
日
井
市
職
労
）

丹
羽
千
鶴
子（
半

田

市

職
）

村
岡

健
一（
自
治
体
一
般
）

訂訂
正正
と
お
詫
び

９
８
２
号
で
紹
介
し
ま
し

た
、
自
治
体
一
般
春
日
井
市
学

校
給
食
会
分
会
の
記
事
で
、
賃

金
是
正
を
２
号
昇
給
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
８
号
昇

給
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

クク
イイ
ズズ
のの
当当
選選
者者
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5月16日は
結団式に行こう

Vol.３

第
８０
回
愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー


